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令和５年２月12日（日）開催日 ▶
14：00～ 16：00

会　場 ▶ アバンセホール
主　催 ▶ 佐賀県立男女共同参画センター、佐賀市

性教育で、 なぜジェンダー？

　ジェンダーとは、社会や文化によって作られる性別による違いのことで、子どもたちは無意
識のうちに「男らしさ、女らしさ」について学んでいます。ＳＤＧｓの５番目に「ジェンダー平
等を実現しよう」という目標が挙げてあり、差別をなくすこと、女性売買や女子への暴力をな
くすことを達成目標として示しています。ジェンダーについては、どの国に生まれた子どもも
知っておいてほしいことで、ジェンダーも大切な性教育の一つです。

今の日本の状況

　世界経済フォーラムが発表したジェンダーギャップ指数２０２２で、日本は１４６か国中１１６位で、
政治や経済の分野で格差が大きいことが紹介されました。また、女性の国会議員の割合が低い
こと、女性の賃金は男性に比べ低いこと、家事・育児は女性が担うことが多いこと、男性は労
働時間が長すぎて家事や育児に関わる時間が確保できないことなど、身の回りの多くのことで
男女間に格差があることをお話しいただきました。

「ジェンダー格差」の何が問題か？

　セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）という
考え方があり、「あなたの身体や人生はあなただけのもので、あなたの身体や人生について決め
る権利はあなた自身にしかない。」という意味です。これは自分がどうしたいのかを選択する
ことができ、そして自分が決めたことについて誰からも何とも言われないことを意味します。	
この権利は、誰もが生まれ持つ権利ですが、現在はジェンダー格差があり、生まれた時に割り
当てられた性によって選択肢が制限されていることが問題です。

知っておきたい多様な性の在り方

　セクシュアリティはグラデーションがあり、全く同じ性の在り方を持つ人は誰一人としてい
ないし、それぞれの性の在り方に優劣は存在しないことが強調されました。

ジェンダー平等な社会って？

　ジェンダー平等な社会とは、女性を優遇する社会ではなく、どんな性で生きる人も平等な選
択肢を持ち、自分の意志で人生を選び取ることができる社会のことです。悪意をもって性差別
をしようとしなくても、無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）によって人の選択肢を制
限してしまうことがあります。まずは「知ること」、「気づき」が大切で、今日の気づきを行動
につなげていきましょうとエールをいただきました。

第１部
講 演

演 題 女らしさって？ 男らしさって？
「聞いてみよう！ ジェンダーのこと」

講 師 シオリーヌ
助産師／性教育ユーチューバー、株式会社Ｒｉｎｅ代表取締役

さん（大貫 詩織）
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令和５年２月12日（日）開催日 ▶
14：00～ 16：00

会　場 ▶ アバンセホール
主　催 ▶ 佐賀県立男女共同参画センター、佐賀市

　シオリーヌさんと田口館長との対話では、「ジェンダーとは？」「性教育」
「これからのこと」という３つのテーマについて、事前に参加者の皆さん
からいただいた質問にシオリーヌさんが答えていく形式で進められました。

　意思決定には、性別に関わりなく参加することが大切
なので、ジェンダーの知識を持つことは意義のあること
だと話されました。

　つまり、自分の生き方を決めるためには知識や情報が必要だということです。幼児期から性教育	
を受けて、いろいろなことを知ることは子どもの当たり前の権利です。子どもが後悔をしない	
ような意思決定ができるように、周りの大人は適切な情報を与え、子どもが困っていたら助けたり、
相談に乗ったりすることが大切です。
　これからを生きる子どもたちへのメッセージは、自分のことを自分で決める権利があり、「おか
しい」とか「いやだ」と言えるようになることが大切であると話さ
れました。
　さらに、子どもを支える大人へは、子どもと大人の関係は上下関
係になりやすいですが、大人が子どもの権利を奪わないようにし、
対等な関係で話をしてほしいというメッセージをいただきま
した。

第２部
対 談

シオリーヌさん

田口 香津子
佐賀県立
男女共同参画センター館長

さん

　講演や対談の中でシオリーヌさんは何度もセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生
殖に関する健康と権利）に触れ、「あなたの身体や人生はあなただけのものであり、あなたの身体や人生
について決める権利は、あなた自身にしかない」「大人が相手の代わりに決めない、決めつけない」こと
を伝えられました。今は自己決定をすることが苦手な子どももいますが、子どもたちが幼少期のうちから
確かな情報を得て、自分の人生を切り開いていくことができる力を育むことが大切だと痛感しました。
　そのためには、「自分の半径５メートルから広げていくこと」、また「今日気づいたら、明日から行動を
変えていくこと」が大事だと述べられ、実行に移すことの大切さを力説されました。私たち聴衆の背中を
力強く押してくださいました。� （編集委員　椛島 陽一郎）

感 想
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公民館で

男女共同参画講座を開催！ 家事シェア講座＆パパ座談会 開催

　令和５年度は男女共同参画講座を１０公民館で開催します。座学と朗読劇の２部構成で、楽しく学べます。
　今回は、鍋島公民館での講座を取材しました。鍋島公民館主催の「鍋島養正塾 ～暮らし編～」の第２
回目として、男女共同参画について学びました。

　どちらの朗読劇も、「家事や育児、介護は女性がするもの」という考え方から「男性も担って
当たり前」という考え方へのシフトチェンジがテーマでした。
　『偏っていませんか？あなたの家の介護』
は、「介護は家族みんなでするもの。一人
で抱え込まずに、ときには第三者に相談し
たり頼ったりしてもいい。」というメッセー
ジも込められていました。
　佐賀弁の軽妙なやりとりで笑いを誘いな
がら、身の周りによくある出来事について
考えさせるものでした。

後 半
朗読劇

テーマ

『家事・育児は誰がすっと？』
『偏っていませんか？あなたの家の介護』

結い佐賀市男女共同参画ネットワーク

　“にっこり笑って自己紹介”をして、和やかな雰囲気から講話は始まりました。
　ジェンダー観チェック表や身近な会話の例を挙げながら、家庭や職場、地域社会によくある
固定的な性別役割意識の見直しの必要性について、スライドを使った分りやすい説明がなされ
ました。「長年体にしみついたもの（固定的な性別役割意識）を取り除いていきながら、力を合
わせて住みやすい町にしていきましょう。」と締めくくられました。

前 半
講　話

テーマ

男女共同参画社会 ～みんなが笑顔のまちづくり～
中村 勝英佐賀市社会人権・同和教育指導員 さん

　朗読劇に飛び入りで参加させてもらいましたが、講座全体が参加者と一体になって進んでいく感じ
でした。私にとってもいい学びの場になりました。� （編集委員　矢ヶ部 ひとみ）
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公民館で

男女共同参画講座を開催！ 家事シェア講座＆パパ座談会 開催

　プレパパ＆小学生以下を子育て中のパパたちを対象に、「家事シェア講座」と「パパ座談会」が開催さ
れました。

　「お掃除の手順」（掃除の前の整理整頓や「上から下」、「奥から手前」）
をはじめ、食器洗い、リビング、お風呂、トイレ、洗濯などの基本を、
クイズも交えながら楽しく学びました。

Ⅰ　まずは自己紹介、そして他のメンバーにシェアする他己紹介
Ⅱ　どんなことでもいい。気持ちを書き出そう
	 �　困っている・悩んでいる・つらい・疲れる・いらいらする・

凹む…そんな場面をどんどんカードに書き出し、ボードに
貼っていきました。

	 �　「そうそう」「たしかに」「わかるわかる」「まじで！」…カード	
の数が増えるにつれて、そんな言葉がどのグループでも飛
び交い、会場内の気温が一気に上昇したように感じました。

Ⅲ　別のテーブルに出かけて、別の意見など情報収集しよう
Ⅳ　自分のグループにはなかった意見や視点などを、メンバーとシェアしよう
	 �　各自が持ち帰った気づきを元のグループで報告しました。この段階になると、当初	

硬かった空気はすっかりほぐれて、会場内に対話が溢れていました。

Ⅴ　語り合ったメンバーが勢ぞろいして笑顔の記念撮影

第１部

第２部

家事シェア講座

パパ座談会

講　師

進　行

小森 真由子
花王グループカスタマーマーケティング㈱

さん

岩永 清邦
認定ＮＰＯ法人地球市民の会

さん

　講座が始まる前は「コロナ禍中に子
どもが生まれたので、情報交換できる
相手がほしくて…」と、緊張しながら
インタビューに応じてくれた若いパパ
が、最後には楽しげに連絡先を交換する�
姿が印象的でした。
　顔を見て、何でもない話を心置きなく�
語れる（女子会ならぬ）男子会の必要
性を、改めて強く感じました。
� （編集委員　友安 賀代子）

　「家事シェア講座」では、どのパパもまじめにメモ
を取りながら熱心に受講されていました。しかし、�
みなさんとても優秀で、実践されているものもあった
ようです。次回は応用編も交えてもいいかもしれま
せん。
　今回、託児スペースも見学しました。子育て支援�
グループ「おたすけママ」から育児のプロが来られて、
お子さんをお世話されました。このような子育て世代
を支援する団体にも注目していきたいと思いました。
� （編集委員　髙橋 朋子）
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　家事や育児は、家族が協力し合って取り組むこと。しかし
ながら、佐賀県の男性の家事関連時間は4７分（※1）で、全国４1位
とかなり少なく、家事や育児の負担が女性に偏っているのが現
状です。「家族はチームだ!みんなでやろう家事・育児」を合言葉
に、家事や育児に積極的に取り組むパパの姿をシリーズで紹介
していきます。
※1「社会生活基本調査」（Ｒ３・総務省）

佐賀市男女共同参画推進

協賛事業所紹介
市ＨＰでイクメン

続々紹介中！

〇 今回紹介したイクメンの皆さんは、佐賀市男女共同参画推進協賛事業所から推薦していただきました。
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　家事や育児は、家族が協力し合って取り組むこと。しかし
ながら、佐賀県の男性の家事関連時間は4７分（※1）で、全国４1位
とかなり少なく、家事や育児の負担が女性に偏っているのが現
状です。「家族はチームだ!みんなでやろう家事・育児」を合言葉
に、家事や育児に積極的に取り組むパパの姿をシリーズで紹介
していきます。
※1「社会生活基本調査」（Ｒ３・総務省）

佐賀市男女共同参画推進

協賛事業所紹介

　オリジナルのベビー用品を企画・販売をしていま
す。弊社では、赤ちゃんの発達に対して、良い影響
を与えられるようなものを企画して商品化してい
ます。
　ＥＣショップの他、佐賀では、呉服元町にあるオフィ
スにご来店頂き説明や販売を行っています。出産後
の女性を積極的に雇用し、女性の能力を活かした事
業を行っています。

株式会社オヤモコモ
� （呉服元町）

卸売業・小売業

　当社は、佐賀県内最大の総合情報サービス企業で
あるＳＤＣグループにおいて、医療関連団体向け総合
情報処理サービスを提供する会社です。
　顧客満足度の向上を追求するとともに、社員が働
きやすい明るく楽しい職場にすることをめざし、
ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組んでまい
ります。

株式会社メディック
� （兵庫町）

情報サービス業

　当施設は平成１８年に開設した社会福祉法人です。
　入所施設・通所介護・訪問介護・居宅介護支援事
業所等の社会福祉事業を行っています。
　産休・育休・介護休暇等の取得を推進し有給休暇
も１時間単位で取れる等、働きやすい職場作りに取
り組んでいます。これからも職員が定着できる環境
作りをめざしてまいります。

社会福祉法人 春陽会
特別養護老人ホーム 春庵

（鍋島町蛎久）
社会福祉・介護事業

　弊社は１９６８年の創業以来、「社業の発展を通して
豊かな人間生活の向上に貢献する」を経営理念とし、
医療・介護・保育など、人々の生活に関わりの深い
分野で事業を展開しています。
　研修制度、フォロー体制はもちろんのこと、各種
休暇・休業制度（育児休業・介護休業等）も充実し、
ライフステージにあわせた働き方を推進しています。

株式会社 ニチイ学館
佐賀支店

（駅前中央）
職業紹介・労働者派遣業

事業所での男女共同参画の推進は、子育て環境の
整備や仕事と家庭生活の両立支援など、事業所の 
イメージアップに繋がります。
協賛事業所への登録を
お待ちしています！

担当：佐賀市 男女共同参画課
電話：０９５２‒４０‒７０１４
ＦＡＸ：０９５２‒４０‒７３２３

申込用紙は佐賀市ホームページ
からもダウンロードできます。
https://www.city.saga.lg.jp/main/3196.html

詳しくは
佐賀市HPを
ご覧ください

男女共同参画推進
協賛事業所 募集中！

　当社は、１９８７年１０月創業３６年目を迎える労働者
派遣、有料職業紹介、就職支援を事業の柱とした人
材会社です。
　男女共同参画推進のもと、男女差のない人材登用
を進め、積極的な年次有給休暇取得や出勤・退勤時
間を調整出来るフレックスタイム制度を活用し、職
場復帰後の仕事と育児の両立が出来るようワーク・
ライフ・バランスを推進しています。

西日本
エリートスタッフ
株式会社�（駅前中央）

職業紹介・労働者派遣業
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編集委員

（五十音順）
椛島陽一郎・草場栄美・髙橋朋子・
友安賀代子・矢ヶ部ひとみ
※編集委員は市民の方々にご協力いただいています。

編集後記

　私たちの仕事は、女性の人権について考える機会があります。「女性ばかり優遇している」と受け止められ
ることもありますが、女性への支援が必要なのは女性の人権が確立されていないことの裏返しかもしれません。
　今回のぱすぽーとでは女性の健康について扱いましたが、社会全体の課題として受け止めていただき、みん
なで一緒に考える風潮ができると幸いです。� （男女共同参画課　坂本）

発行・お問い合わせ

佐賀市男女共同参画課
TEL　0952-40-7014
E-mail　danjo＠city.saga.lg.jp
HP　https://www.city.saga.lg.jp/main/438.html

　「女性版骨太の方針2023」では、女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会を実現する
ため、ジェンダーの視点を反映する取り組みが示されています。
　その中に「生涯にわたる健康への支援」があり、その項目のひとつに「生理の貧困への
対応」が掲げられました。生理の貧困には、経済的貧困だけでなく、生理によるプライベー
トや仕事、学業などの機会損失や、それに伴う心身への影響も含まれます。困ってもどこ
に相談したらいいのか、相談してもいいことなのかどうかをわからない人もいます。生理
用品の配布ということだけではなく、困難を抱えた女性を適切な窓口に繋ぐことが大切です。
　佐賀市でも生理の貧困対策が実施されています。課題も含めて、推移を見守りたいと思
います。また、この取り組みに対して批判的な声もあるので、生理の貧困について考える
機会を増やしていくことも大切だと考えます。

　1995年に第4回世界女性会議で採択された行動綱領には「女性の人権には、強制、差別
及び暴力のない性に関する健康及びリプロダクティブ・ヘルスを含む、自らのセクシュア
リティに関する事柄を管理し、それらについて自由かつ責任ある決定を行う権利が含まれ
る」ことが記述されました。
　それから20年後の2015年に採択されたSDGｓでは、世界中だれもが同じように、性に関
することや子どもを産むことに関する健康と権利が守られるようにすることがターゲット
とされています。
� （編集委員　草場栄美）

参 考

生理の貧困 について考える

ジェンダーの平等を達成しすべての
女性と女の子のエンパワーメントを図る

過去の
「ぱすぽーと」が
webで閲覧
できます！
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